
Japanese Society of Radiological Technology (JSRT)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　of 　Radlologloal 　Teohnology 　（JSRT ｝

152
1999年 4 月

唱56 高精細CRTモ ニ タに おける画像の周辺光の 影響に つ い て

（第2報）
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【目的】画像の 観察に高精細 CIRrrモ ニ ターが使用 され て い るが、そ の とき の 環境条件に っ い て の 検討はな され

て い ない と思われた。そ こ で 、 前報
L｝

にお い て仮想病巣 （IO × 10　mm2 ＞を検出 しやすい 観察環境に っ い て検

討 した 。 結果 、 幗人差が 見られ るもの の 、200　1xまたは 3001x が良い と思われた。そ の 仮想病巣の 大きさを

を小 さくした場合、検出 し易い 周辺光の 明る さにっ い て 前報と同様な方法か ら検討 した の で報告す る、，

【方法聾　図 1 は実験の 概賂図で あ る。Norteoh　 SyStoms　 21 イ ン チポー ト レー
ト型 CRT モ ニ タ （UKR21P 、 2G48

× 2560 画素） とパ ー
ソナル コ ン ピ ュ

ー
タ （DEC 、

　 Celeb舶 GL62  0）と昼光型蛍光灯 （30W ）か ら構成 されて い

．る。被験者はそ の 前方 40cm に あ るモ エ タ の 中央部に提示 された画像を観察 した 。
マ ッ チ ングは周辺光を各々

50，100，20◎，300，
4001x に して愃鴬法で行 っ た 。 被験者は男性 2 名 、 女性 2 名計 4 名で、内 3 名 は眼鏡使用者で あ

る 。 図 2 が今園使用 した画像で ある 。 100x100rnm2 の 大き さの 團像の 中央部に 1辺 7mm の正方形 の ターゲ ッ

トを互 い に上下各 1 ヶ を 75 瓶 醗 離し て配置 し、それ 以外 は背景 とし た （上 ：標準 、 下 ： 比較）。 標準ターゲ ッ ト

と背景部の 明る さは CRT モ ニ タ 上に表示 した胸部単純 X 線画像の 患部及びそ の 周辺部の 輝度を測定し、そ の 平

均を使用 した 。 こ の とき、肋骨 がかか っ た病巣と肋骨がか か っ て い ない病巣があ っ たの で 2 系列の 実験を行 っ た。
肋骨がかか っ た病巣の 平均輝度 37．13cdfrn’

、そ の 周辺 部の 平均輝度 26．34cd！mZ 、 肋骨が かか っ て い ない 病巣の 平

均輝度 36．76cd∠m ；

、 その周辺 部の 平均輝度 23、Olcd〆m2 で あ っ た 。 図 3 がこ の 実験に使用 した臨床画像 （28歳女性 、

結核腫）である。

【結果および考劉 園 4 は肋骨が かか っ た病巣にお ける、被験番 4 名 の
、 各周辺光の 明 るさと j．n．d．と の 関係で

ある。被験者 YH 、　YN 、　NS は 2001x に j．n ．d．の 極小 とな る傾向を示 し、被験者 MS は IO◎，20◎ lxに 」．n ，dの 極小 と

なる傾向を示 して い る。 幗人差が見られ るが、2001x がこ の 場合 、 検出が改着され る周 辺光の明る さでは ない

か と思われ た 。 図 5 は肋骨が かか っ て い ない 病巣 の 場合で 、 被験者 4 名の 、各周辺光の 明る さと j．n．d．との 関係
で あ る。被験者 YH 、　YN は 200　1xに j，且．d．の極小 となる傾向を示 しで い る。被験者 MS 、　NS は 50、100、2001x
に 」、n、d．の 極小 となる傾向を示 して い る 。 個人差が 見 られ るが 、 2001x が こ の 場合 、 検禺が改薄され る周辺光 の

明る さで は ない か と思われ た。 表 1 は肋骨がかか っ た病巣、か か っ て い ない病巣におけ る周辺光の 明るさとコ ン

トラ ス トの 関係で あ る 。 肋骨 の 有無に かか わ らず 、 周辺光の 明る さが増す leつ れて コ ン トラ ス トは低下した ，

｛結論］病菓に肋骨の 有無に か か わ らず 、仮想病巣 （7 × 7mm2 ）検出に改善がみ られ る周辺光の 明る さは 、
個人差がみ られ る もの の 、2001xの 傾向と思われた 。 前報及び今回の仮想病巣の 大きさか らの 結果、検出し易い

周辺光の 明る さは 、肋骨の有無にかか わらず、個人 菱がみ られ る もの の 、 200ixが 良い と思われ た 。
＝ ン トラ ス

トは病巣に肋骨の 有無にか かわ らず 、 周辺光が増加す るに つ れて低下 した c，今後、他の 病槊に つ い て も圃様に な
る の か を検討 して見た い と思 っ て い る 。 なお 、 臨床画像の ご提供を して頂い た：東京都立保健科学大学放射線学科

長 松 本満臣先生 に 感謝申 し．北げます。 1 ＞細渕安弘他 ：高精細度 CRT モ ニ タにお け る画黴の 周辺 光の 影響に つ
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周辺光の 明るさと コ ン トラス トの関係
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